
横断型基幹科学技術研究団体連合 
2004年度 第４回理事会 議事録(抄録)  

 
日時：2004年 11月24日（水）15:00～17:00 
場所：キャンパスイノベーションセンター（東京・田町） 
 
出席者：（敬称略、各50音順） 
副会長：木村英紀 
理 事：岡本吉晴、木下源一郎、出口光一郎、土井美和子 
監 事：岩橋良雄 
事務局：井上雄一郎、清水祐美 

 
議事： 
1. 各委員会の活動報告 
(1) 企画委員会（木村副会長） 

1） ＮＰＯ法人化についての報告（→ 5項にて別途審議） 
2） イベント開催の基本枠組み、経費負担等について検討課題を提起：横幹連合・横幹技術協議会の首

脳会談等を通じて検討していきたい。 
3） 防災関連研究の立ち上げについて：京都大学防災研究所を中心に検討中。 

(2) 出版委員会（木下理事）：ニュースレター第3号が間もなく発行される。 
(3) 産学連携委員会（舘理事(井上事務局長が代行)）：第3回横幹技術フォーラムを12月15日（水）に

開催する。 
(4) 事業・広報委員会（岡本理事）：広報：ホームページWGを立ち上げ、ホームページのリニューアル

に向け検討中。またイベントのフレームワーク作りに着手。 
 
2. 新規加盟申請の承認審議 

「形の科学会」より新規加盟を希望する旨、連絡があった（配付資料 3）。同学会は、2003 年 12
月に開催した臨時総会・会員学会 会長懇談会にもオブザーバとして参加するなど、かねてより横幹

連合の活動に関心を寄せており、趣旨が理解されていることを鑑みて、文書による総会を開催し加盟

承認可否を諮ることとした。 
 
3. 日本学術会議・横幹連合 共催シンポジウムについて 

1 月 18、19 日に開催予定のシンポジウムに関し、プログラム案が説明され承認された。また、シン

ポジウム開催にかかわる経費は、事業費より支出することが承認された。 
 
4. NPO法人化について 

前回の理事会にて NPO 法人化を進めることとしたことを踏まえた申請準備について、事務局より

説明がなされた。これに対し、次のような議論がなされ、今後、引き続き検討することとした。 
(1) 個人会員の位置付け 
(2) 会費レベルの再検討 
(3) 会員学会に対するコンセンサス形成 

 
5. 第1回技術シンポジウムについて 

 1月21日に初めての有料イベントとして行う、「開発・設計プロセス工学」調査研究委員会が企画・

推進する「技術シンポジウム」の内容が提案され、承認された。 
 

以上 


